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写真上：松澤神社（千厩町千厩前田）

写真下：櫻森神社（千厩町奥玉町下）

3
年
4
月
～
4
年
3
月
回
収
実
績

古
紙
類

㌧

金
属
類

㌔
270

8.3

舘山唱歌音楽学校

市民講座「舘山唱歌音楽学校」は6月

17日、スタートしました。

鈴木庸子さんを講師に、25人の受講生

は一年を通して20曲ほどマスターできる

よう意欲的に練習します。

4年度のせんまや里山塾「郷

土の歴史を学ぶ」コースは6月

14日、千厩市民センターで開

講しました。

受講生14人は、初回は講話。

2回目以降は現地に出向き神

社や仏閣を巡りました。

私たちの郷土の歴史に思い

をはせ、「いにしえ」の声を

聴くことで、先達の歩みを知る

きっかけになりました。

合わせて受講生は、神社の

正しい参拝方法や神様に願い

を伝える作法とマナーを学びま

した。

夏期における水難・山岳遭難事故の防止

天候の急変や増水、体調の変化に応じて、
早めに予定を切り上げる等的確な状況判断を
しましょう。

例年、夏期（7月から9月）は、川や山で
の事故や遭難が多く発生しています。

〇 水難事故防止

〇 山岳遭難事故防止

・危険箇所を事前に把握しておく
・ライフジャケットを着用する
・子供への注意喚起や監視を怠らない

・体力に応じた登山計画の作成と、水分
や食料など万全な準備をする

・登山計画書を提出する
・熊と遭遇しないため、ラジオ、熊よけ
鈴を活用する
できれば、熊よけスプレーも準備して
おく（使用する際は、風向きにも注意）

初回は声を出しやすくするように準備運

動から始め、発声練習を入念に行いました。

これから練習を重ねていき、美しいハー

モニーに磨きをかけます。今後、様々なイ

ベントなどで歌声を披露してくれます。

美しいハーモニーを

舘山唱歌音楽学校の4

年度最初の舞台は、8月6

日（土）千厩市民セン
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色とりどりの傘の下での

合唱は必見です。
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元気セミナー「ヘアアレンジを楽し
んじゃおう」教室は6月20日、ミソノ美
容室スタイリストの小野寺由紀さんを講
師に迎えて開催。
参加した20人は講師のアドバイスを

受け、ヘアアレンジを楽しみました。
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